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 ■■ 日付時刻待ち ■■  

 

 
 

下記は、特定時刻にログファイルを変更する例です。 

 
 

※データ受信の途中で、指定時刻が来た場合は、受信中のデータは、前後のファイルに分かれ、保存されます。 
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 ■■ スクリプトリファレンス追加 ■■  

 

WAIT CLOCK 文文文文 

#WAIT CLOCK <unit><value> 

<unit> := D | h | m | s 

<value> := <number> 

 

<unit> 書き始めの単位  

D 日  

h 時 省略時 

m 分  

s 秒  

 
内蔵時計が、指定した時刻に一致するのを、待ちます。 

 
時刻の指定はつぎのように行います。 

時刻をどの単位から書き始めるかを、「書き始めの単位<unit>」に指定します。 

そのあとに「値<value>」を、各単位２ケタずつ記述します。 

「書き始めの単位」より短い単位の値が省略された場合は、ゼロと見なされます。 

「書き始めの単位」より長い単位は、全ての値に一致します。 

「書き始めの単位」だけを指定し、値がすべて省略された場合は、書き始めの単位を含め、全ての値に一致します。 

「書き始めの単位」が省略された場合は、書き始めの単位は、「時」とみなされます。 

「書き始めの単位」も、値もすべてが省略されば場合は、毎時０分０秒に一致します。 

 

（例） 

記述 待つ時刻 

#WAIT CLOCK D03112615 毎月３日１１時２６分１５秒 

#WAIT CLOCK D031126 毎月３日１１時２６分０秒 

#WAIT CLOCK D03 毎月３日０時０分０秒 

  

#WAIT CLOCK h112615 毎日１１時２６分１５秒 

#WAIT CLOCK h11 毎日１１時０分０秒 

#WAIT CLOCK D 毎日０時０分０秒 

  

#WAIT CLOCK m2615 毎時２６分１５秒 

#WAIT CLOCK h 毎時０分０秒 

#WAIT CLOCK 毎時０分０秒 

  

#WAIT CLOCK s15 毎分１５秒 

#WAIT CLOCK m 毎分０秒 

  

#WAIT CLOCK s 毎秒 

 

 

 


